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Ⅰ．はじめに
　新人看護師は，院内の新人看護師教育プログラ
ムに沿って1年間指導を受ける．しかし，卒後2年
目になるとキャリア開発ラダーによる指標はある
が，具体的な教育プログラムはなくなり，自主性
や病棟での教育に任されている現状がある．その
ため，A病棟でも，卒後2年目看護師（以下2年目
看護師とする）に対する継続した教育方法を検討
することになった．
　病棟内で2年目看護師教育に対する実態調査を
行ったところ，2年目看護師と先輩看護師は共に，
患者家族のニーズに気づくことを到達目標として
いることがわかった．しかし，2年目看護師は気
づくこと自体に困難を感じていることに対し，先
輩看護師は気づいて欲しいという思いを持ってお
り，目標到達に向けて両者の思いにズレが生じて
いることが示唆された．塚本は，先輩看護師は2

年目看護師との語りの場が少ないと感じている1）

と報告しており，到達目標の設定は共通していて
も日常の関わりの中で目標達成への課題を詳細に
把握することは難しく，実際の指導では先輩看護
師と2年目看護師との間に目標達成への課題にズ
レが生じていた可能性があった．このような現状
から，両者は，互いに到達目標達成に向け，思い
を聞き課題を共有していく必要があると考えた．
　リフレクションとは，看護実践の中で感じた不
快な感情や違和感をきっかけに始まる経験の振り
返りによって，看護実践能力を高めていく思考様
式である2）．児玉らは，2年目看護師にリフレク
ションを行った結果，自己理解と自己をエンパワ
メントする力の高まりを中核に，リフレクション
を行うための能力が看護実践に必要な能力を螺旋
状に取り巻き，思考過程を発展させる3）と述べて
おり，リフレクションは2年目看護師の継続教育
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方法として有効であると考えた．そこで，2年目
看護師に対する継続した教育支援の一貫として，
A病棟で2年目看護師に対するリフレクションを
実施した．リフレクションの実施においては，日々
の看護を振り返る場となること，次の看護実践に
つなげること，病棟で継続できる教育方法である
ことを目指し，田村ら2）のリフレクションをもと
に行った．
　今回，実施したリフレクションの評価を行うた
め，A病棟の2年目看護師に実施したリフレクショ
ンの効果を明らかにし，実施したリフレクション
が2年目看護師の教育方法として適切であるかど
うかを検討した．

Ⅱ．目　的
 1．A病棟の2年目看護師に実施したリフレクショ

ンの効果を明らかにする．
 2．実施したリフレクションが2年目看護師の教

育方法として適切であるかどうかを検討する．

Ⅲ．方　法
 1．研究対象者

　内科系1病棟に所属する看護師29名（2年目看
護師8名．先輩看護師11名）．ただし，令和元年
度新人看護師は除いた．

 2．研究期間
　　令和元年5月～令和元年12月
 3．データ収集の方法・手順

　平成30年度と令和元年度にA病棟で2年目看
護師リフレクションを経験した看護師と，リフ
レクションに参加した先輩看護師とで，それぞ
れアンケートを作成した（図1‒①②）．研究対

図1－①　卒後2年目看護師アンケート用紙
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象者に主旨及び参加は自由意志であることを明
記したアンケートを配布した．アンケートは院
内メールを使用し研究対象者全員に配信した．
アンケートの記入は，ワープロで入力とし，印
刷して所定の回収箱に提出とした．回収箱は外
から記載内容が見えないものとし，鍵のかかる
場所で保管した．アンケート用紙は無記名記載
とし，その提出をもって調査協力に同意を得た
とした．また，アンケート配布前にA病棟看護
師全員に対し，「研究協力の依頼」を用いて，
研究の目的と方法，倫理的配慮について説明を
行った．

 4．データ分析の方法
　 1）アンケート用紙の回収後，平成30年度と

令和元年度にA病棟で2年目看護師リフレク
ションを経験した看護師と先輩看護師に分け

て，記述内容を一文ひとまとまりとして書き
出した．

　 2）書き出した一文の意味を損なわないように
コード化した．

　 3）意味内容が類似したものを集め，サブカテ
ゴリーとした．

　 4）更に近似するサブカテゴリーを集め，カテ
ゴリーとした．

Ⅳ．実施したリフレクションの概要
　2年目看護師に対して，下記の方法を用いてリ
フレクションを実施した．本企画では，田村ら2）

の方法を参考にした．
 1．目的
　・リフレクションを行い，日々の看護場面を振

り返ることができる．

図1－②　先輩看護師用アンケート用紙
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　・振り返りを文章にまとめることができる．
　・病棟内で発表することができる．
　・リフレクションを得た学びを今後の実践に活

かすことができる．
 2．方法
　 1）リフレクション企画書を用いて2年目看護

師に説明をし，リフレクション記入用紙に各
自で事例を選び事前に記入してもらった．

　 2）発表当日は，10人程度の2グループに分かれ，
グループ毎に発表をした．発表後，グループ
毎に意見交換を行った．その際，書記を決め
フィードバック用紙に記入した．最後に，発
表者は全体に向けて抱負を発表した．

Ⅴ．倫理的配慮
　A病棟看護師全員に，研究の目的・意義，研究
方法，研究期間，アンケートへの参加協力は自由
意思であることを「研究協力の依頼」を用いて口
頭で説明をした．その後，研究対象者にアンケー
トを配布した．アンケートには，研究の目的，方
法，研究参加協力への自由意志，プライバシーの
保護，個人情報の保護について記載し，アンケー
ト提出をもって調査協力に同意を得たとすること
を明記した．尚，本研究は，静岡赤十字病院看護
部倫理委員会にて承認を得た．

Ⅵ．結　果
　アンケートの回収率は，2年目看護師は7人，
87.5％，先輩看護師は16人，76.2％であった．
 1．2年目看護師のアンケート結果

　2年目看護師のアンケートから，2年目看護師
に実施したリフレクションの効果については，
45コードからなり，15サブカテゴリー，5カテ
ゴリーが抽出された（表1）．以下コードを『』，
サブカテゴリーを《》，カテゴリーを【】で示し,5
つのカテゴリーについてその内容を示す．

　 1）【発表し褒められることでついた自信】
　　　2年目看護師はリフレクションについて，

『大勢のスタッフの前での発表は緊張や不安
もあったが，自己の成長に繋がった』と感じ

ていた．また，『文章にするだけでなく，発
表することで新たな考えが生まれたため人の
前で発表することは大事だと感じた』とも振
り返っており，《発表が自己の成長につながっ
た》と感じていた．さらに，『プライマリー
として患者に丁寧に関わる姿を褒めてもら
い，そこは続けている』，『自信につながった』
と患者への関りについて《褒めてもらい自信
につながった》と認識していた．

　 2）【意見を聞く大切さ】
　　　2年目看護師は，リフレクションによって，

自分の考えを肯定してもらうことだけでな
く，『自分には考えつかない意見を聞き，自
分の中で様々な考え方を持つことが出来た』
と新しい意見を聞く機会を得たと認識してお
り，《自分の中で様々な考えを持つことがで
きた》と振り返っていた．そして，アドバイ
スを受けたり振り返ったりする重要性を実感
したことで，《他者の意見を聞く大切さを知
り相談しやすくなった》と感じていた．

　 3）【次につながる振り返り】
　　　2年目看護師は，『同じ失敗や後悔を繰り返

さないよう，似た場面に遭遇した際は意識す
るようになった』というように，リフレクショ
ンで《学んだことを意識している》姿がみら
れた．また，『今後の対応について振り返れ
て良かった』と感じ，リフレクションを《次
につなげることを考えた》機会としていた．
そして，リフレクションで貰った助言を活か
し，『次に同じような場面に当たったときに
自信を持って対応する事ができた』と《助言
を思い出し活かすことができた》姿がみられ
た．

　 4）【振り返りできる方法と機会】
　　　2年目看護師は，『自分が行った看護とそれ

が患者にとって最善であったのかを振り返る
ことができた』というように，自分の思いと
共に患者の心境や行動を考え，《自分の実践
や思いを振り返った》と振り返っていた．《普
段は，目一杯で振り返ることはない》との2
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同僚の発表もきいて考えていることが伺え私も勉強になりました

同僚の発表を聞き、改めて自分の取り組みや看護について振り返ることが
出来た

表1　2年目看護師アンケート結果
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年目看護師の現状があり，リフレクションの
実施は，2年目看護師にとって実践した看護
を《振り返る機会となった》．また，リフレ
クションを実施するにあたって様式を用いた
ところ，《振り返りやすい項目だった》との
意見があった．一方では，『患者さんの基本
情報はどの程度記載すれば良いのかの目安が
ほしかった』との《記入の目安が欲しい》と
いった意見がみられた．そして，リフレクショ
ンの方法については『ディスカッション方式
で行うことで発表者も意見者もあまりかしこ
まらずに話し合うことができよかった』や『話
を聞く側もちょうど良い人数だと思う』と，

《かしこまらない，ちょうどいい人数だった》
との意見があった．

　 5）【他者の発表からの学びは】
　　　『他者の経験を聞くことで共感し，自分の

苦手とすることや不足している部分を明らか
にすることが出来た』と，発表するだけでな
く，《他者の発表を聞き勉強になった》と学
ぶことができていた．また，2グループに分
けてリフレクションを行ったことで，《他者
の発表も知りたい》との意見が見られた．

 2．先輩看護師のアンケート結果
　先輩看護師のアンケートから2年目看護師に
実施したリフレクションの効果については，91
コードからなり，25サブカテゴリー，7カテゴ
リーが抽出された（表2）．以下コードを「」，
サブカテゴリーを〈〉，カテゴリーを［］で示す．

　 1）［振り返ることで知った2年目看護師の気持
ち］

　　　リフレクション実施前は「日々の業務に追
われなかなか自分の看護を振り返る機会がな
い」というように〈日々の業務では振り返り
ができていない〉現状があり，「リフレクショ
ン前は，2年目看護師が何を考えて患者と向
き合い，何に困っていたのか見えてこなかっ
た」というように〈リフレクション前は2年
目看護師の考えが把握できていなかった〉．
卒後2年目看護師のリフレクションを通して，

「日々考えながら患者と向き合っていること
がわかった」と感じたことで〈2年目看護師
は考えを持って患者と関わっていることが分
かった〉や「2年目の看護師の日々の看護に
ついて知り，振り返ることができた」と〈2
年目看護師の気持ちを知る機会となった〉．
先輩看護師は〈2年目看護師は振り返ること
ができていた〉と感じていた．

　 2）［その場限りになる可能性］
　　　リフレクションを通じて〈事例の振り返り

はできた〉が，「個々の課題の全てを把握で
きていないため，明確に指導の変化はない」

「細かい内容は覚えていないため，その後の
指導に変化はない」との意見があり〈直接的
な指導に変化はない〉といった状況がある．
また，「リフレクション後の自分の課題が，
その場限りでなく継続して意識できるような
何かがあるといいと思う」といったリフレク
ションの実施のみでは〈その場限りになる可
能性がある〉との課題が明らかになった．

　 3）［先輩看護師にとっても学びの機会］
　　　「後輩の看護の振り返りとともに自分の振

り返りをするよい機会となった」というよう
に〈自分自身も振り返る機会となった〉との
意見や，「自分では思いつかなかった考えを
聞けて勉強になった」といった〈自分自身も
勉強になった（先輩自身にとっても有意義な
時間であった）〉と，2年目看護師だけではな
く，先輩看護師も学ぶことができていた．

　 4）［成長を感じ変化した関係性］
　　　「成長した姿を感じることができるし，そ

れを2年目看護師に言葉で伝える事で，2年目
看護師が自己の成長を実感できる機会にもな
る」と，リフレクションを通じて2年目看護
師の〈成長を感じた〉先輩看護師の姿がみら
れた．〈成長を感じた〉ことで，先輩看護師
は2年目看護師を「一人の対等なスタッフと
して一緒に看護をするようになった」と〈対
等なスタッフとして見る目が変わった〉．そ
して，「何でも話せる関係ができている」と
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表2　先輩看護師アンケート結果
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感じているように，先輩看護師にとって2年
目看護師は〈信頼して相談できる関係性に近
づいた〉．

　 5）［見えてきた指導］
　　　「2年目看護師の思いを知り，大切にしてい

る事，困った事，今後の課題などが見えてき
た」，「リフレクション後は，どのようなこと
に迷っているか予測がつき指導しやすくなっ
た」というように，〈2年目看護師の課題がわ
かり，指導のイメージができた〉ことが明ら
かになった．先輩看護師は2年目看護師と関
わる際には「相手の気持ちを聞き，その意見
を否定しないようにしている」と〈2年目看
護師の考えや気持ちを聞くようになった〉と
変化がみられ，〈声掛けの仕方が変わった〉
姿がみられた．

　 6）［簡潔でよい雰囲気のリフレクション］
　　　リフレクションについて，「内容もわかり

やすく，2年目看護師がきちんと自分の看護
を振り返るきっかけになったと思う」と〈ま
とめた内容がわかりやすかった〉との意見が
あった．また，実施方法については「簡潔に
リフレクションを行えるため，以前より当人
達や指導者の負担も少なく良いと思う」「時
間も方法も無駄がなく，有効だったと思う」

と〈無駄や負担の少ない方法だった〉との意
見があった．また，「スタッフ全員の前だと
緊張を高めてしまうため」と，〈少人数がよ
かった〉との意見もあった．〈良い雰囲気で
話し合えた〉と感じることができており，〈こ
の方法で継続できるとよい〉と充実したリフ
レクションが行えた様子がみられた．

　 7）［リフレクション充実への意見］
　　　リフレクションを2グループに分けて同室

内で行ったことで〈隣のグループの声で集中
にかけた〉との意見があった．また，「リフ
レクションに参加できていない2年目看護師
の目標は印象に残っておらず今後活かせそう
にない」「同時におこなう別のスタッフのリ
フレクションに参加したい場合もあるので1
例ずつの開催を希望する」といった〈全員の
発表が聞きたかった〉との希望が聞かれた．
リフレクション内容は2年目看護師が自己で
振り返りたい事例としたことで，テーマが類
似したため「個々のテーマが違うと面白いと
思った」と〈個々のテーマが違うとよい〉と
の意見がみられた．発表の仕方について「伝
えたいポイントを絞って発表した方が良いと
感じた」と，〈ポイントを絞って発表してほ
しい〉との要望がみられた．

図2　リフレクションにおける2年目看護師と先輩看護師の関係性
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 3．リフレクションにおける2年目看護師と先輩
看護師の関係性（図2）
　先輩看護師は，2年目看護師のリフレクショ
ンにより［振り返ることで知った2年目看護師
の気持ち］をもとに，［見えてきた指導］を実
践していた．同時に，2年目看護師の考えを知
ることで先輩看護師は［成長を感じ変化した関
係］を築いていた．2年目看護師は，成長を感
じた先輩から【発表し褒められることでついた
自信】を糧に，【意見を聞く大切さ】を受け入れ，
先輩から直接受けた助言以外である【他者の発
表から学ぶ】こともしていた．これらは，【次
につながる振り返り】となり，看護実践へと活
かされていた．また，リフレクションの実施は，
2年目看護師にとって【振り返りができる方法
と機会】であり，［簡潔でよい雰囲気のリフレ
クション］は［先輩看護師にとっても学びの機
会］となっていた．先輩看護師の学びの姿勢と
よい雰囲気は，2年目看護師が【意見を聞く大
切さ】を認識することに影響していた．そして，
リフレクションでの学びを実践につなげるため
の要素となっていた．一方，［リフレクション
充実のための意見］やリフレクションでの振り
返りが［その場限りになる可能性］の指摘がさ
れており，今後の課題となった．

Ⅵ．考　察
 1．2年目看護師への効果

　2年目看護師にとって，《普段は目一杯で振り
返ることはない》のが現状であり，日々の勤務
時間内で看護の振り返りをすることは困難な状
況であった．そのため，意図的にリフレクショ
ンを行うことは振り返りの機会を提供すること
になったと言える．先輩看護師からは『勤務終
了時，よかったことや振り返りができるといい
と思う』と業務時間内で日々振り返りができる
ことを理想とする意見もあったが，同時に〈日々
の業務では振り返りができていない〉と感じて
いる先輩看護師も多く，2年目看護師の現状と
して振り返りの機会を設けることは必要である

と考える．
　2年目看護師は，先輩看護師から褒められる
ことで自信を持ち，【意見を聞く大切さ】や【他
者の発表から学ぶ】ことなど，自分自身の看護
を振り返るだけでなく，他者からの意見を柔軟
に取り入れ，実践に繋げられていた．これは，
リフレクションの効果である自分の能力に対す
る自信や柔軟性2）であるといえ，とりわけリフ
レクションの発表を通して先輩から褒められ自
信をつけたことが，影響していると考える．さ
らに，先輩看護師は，〈2年目看護師の気持ちを
知る機会になった〉としており，先輩の視点か
らみても2年目看護師は気づきや思いに焦点を
当てた振り返りができていたと言える．また，
児玉らは2年目看護師に行ったリフレクション
の効果として一人で思いつくことは小さいこと
でアドバイスで広がる自己の能力の限界への気
づきと，自分の判断が良かったと思えることで
自己自信の生成があった3）と述べており，本研
究でも同様の効果が得られていることから2年
目看護師へのリフレクションとして適切に実施
できていたと考える．

 2．先輩看護師への効果
　先輩看護師は，2年目看護師のリフレクショ
ンにより［振り返ることで知った2年目看護師
の気持ち］をもとに，指導のイメージができる
ようになり，［見えてきた指導］を実践していた．
また，2年目看護師が日々の業務内で振り返り
をすることは難しいとしていたのと同様に先輩
看護師も〈日々の業務では振り返りができてい
ない〉と感じていた．そのため，振り返りの機
会を設けることは，先輩看護師にとっても，2
年目看護師の状況を知り，指導を検討するため
に効果的であると考える．
　また，今回は，2年目看護師指導を目的とし
て行ったリフレクションであるが，先輩看護師
にとっても学びの機会となったことがわかっ
た．2年目看護師のリフレクションを通して，
共に事例を振り返ることで，一緒に患者家族と
関わった先輩看護師自身も看護の振り返りがで
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きたといえる．
 3．2年目看護師と先輩看護師の関係性の変化

　2年目看護師のリフレクションは，2年目看護
師にとっても先輩看護師にとっても有意義な時
間となったことがわかった．そして，リフレク
ションを通して，病棟内の関係性の変化を感じ
ることができた．
　まず，2年目看護師の考えを知ることで先輩
看護師は［成長を感じ変化した関係性］を築
いていた．これは，2年目看護師が新人看護師
のときの先輩看護師との関係性から〈対等なス
タッフとして見る目が変わった〉関係性に変化
したといえる．2年目看護師は，新人看護師の
指導体制がうらやましいと感じ，2年目になっ
て感じる不安を抱えながら，4月から後輩とな
る新人看護師を迎え入れている．それから一年
をかけ看護の体験を通して専門職者としての自
覚と行動が芽生え始めるといわれている4）．そ
のため，先輩看護師から成長を感じたと思われ
るような関係性に変化していくことは，病棟で
2年目看護師としての自覚を持って働く環境に
移行していくことにつながり，2年目看護師の
成長を促すことになると考える．
　今回のリフレクション企画にあたっては日々
の看護を振り返り，まとめ発表することを目的
とし，多忙な業務の中で流れていってしまう気
づきや思いを深めることで，今後の看護実践に
つながっていくことを目指した．田村ら2）は，
リフレクションによる成長には，学習者の心理
的かつ情緒的状態が影響し，また学習者を取り
巻く環境に影響され，教育者はリフレクション
を促進するための学習環境を整える必要がある
と述べている．このことは，リフレクションの
方法や環境が，学びに影響することを意味して
いる．そのため，リフレクションのフォーマッ
トを作ることで2年目看護師にはできるだけ的
を絞って事例をまとめ，修正作業が少なくなる
ようにした．そして発表時には，ひとグルー
プの人数を少なくすることで発言しやすい環境
とすること，予め話し合いのテーマを用意して

おき話し合いの流れを作ることをした．その結
果，「時間も方法も無駄がなく有効だったと思
う」『あまりかしこまらずに話し合うことがで
きてよかった』「よい雰囲気で話し合うことが
できていた」などの意見が聞かれた．簡潔さと
負担軽減，雰囲気作りが，スタッフの緊張を解
き，お互いを受け入れ理解しようとする良い雰
囲気を引き出すことに繋がったのではないかと
考える．リフレクションを通して感じた良い雰
囲気と関係性が日々の看護実践に活かされ病棟
内の良い循環に影響することが期待される．

 4．今後の病棟でのリフレクションの継続と課題
　上記考察より，実施したリフレクションによ
り，2年目看護師の気づきや思いを引き出す振
り返りを行うことができたため，2年目看護師
の継続教育方法として妥当であることが示唆さ
れた．
　一方で，リフレクション実施方法に関しての
課題が明らかとなった．特に，2年目看護師全
員のリフレクションに参加できないこと，その
ため，その場で発表を聞くことができなかった
2年目看護師に対しては，状況や課題を把握す
ることができずにいることが挙げられた．先輩
看護師の多くは，〈全員の発表が聞きたかった〉
としていた．同時に，2年目看護師からは，《か
しこまらないちょうど良い人数だった》，先輩
看護師からも〈少人数がよかった〉と発表の際，
ひとグループの人数を少なくしたことが，話し
易くなり内容の充実に繋がったという意見も
あった．当病棟では過去に，病棟スタッフ全員
に対して発表するという方法でリフレクション
を実施したことがあるが，発表後は指名された
数名が感想を述べるにとどまっていた．リフレ
クションの促進においては学習環境を整えるこ
とが重要とされており2），少人数での実施はそ
のままに，発表時のフィードバック用紙の活用
などを検討し，発表を聞くことができなかった
2年目看護師のリフレクションの内容を共有で
きる方法を検討していきたい．また，リフレク
ションによって事例の振り返りはできたものの
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［その場限りになる可能性］も指摘された．本
企画ではリフレクション実施後，自己の課題や
学びに対して振り返ることは行っていない．内
野らは，2年目看護師は支援を必要としたとき
にすぐに対応してもらえる教育システムや体制
面でのサポートを求めている一方で，あえて今
病棟の教育支援はなくていいと感じ，見守り体
制ができている職場風土の中で3年目に向けて
の経験を積み重ねていた4）と報告しており，2
年目看護師は直接的な関わりと見守りの両方を
受けながら，その1年を通して成長していくと
いえる．そのため，2年目看護師教育においては，
リフレクションの機会を提供するような直接的
な支援と，日々見守り必要時に指導する関わり
の両方が必要であると考える．当病棟では，2
年目看護師は，リフレクション終了後，自己の
振り返りを元に院内実践者ラダーⅠの取得に向
けて行動していくことになる．リフレクション
での学びは個々の課題に関係しており，ラダー
取得の際の評価で振り返ることになると予測さ
れる．

Ⅶ．結　論
・リフレクションの実施は，2年目看護師と先輩

看護師の両者にとって，【振り返りができる方
法と機会】の提供となっていた．

・2年目看護師は，成長を感じた先輩から【発表
し褒められることでついた自信】を糧に，【意
見を聞く大切さ】を認識し，先輩から直接受け
た助言以外である【他者の発表から学ぶ】こと
もしていた．これらは，【次につながる振り返り】
となり，看護実践へと活かされていた．

・先輩看護師は，2年目看護師のリフレクション
により［振り返ることで知った2年目看護師の
気持ち］をもとに，［見えてきた指導］を実践

していた．同時に，2年目看護師の考えを知る
ことで先輩看護師は［成長を感じ変化した関係］
を築いていた．

・看護実践につながるリフレクションを行うた
めには，簡潔な方法と機会とよい雰囲気が必要
であり，［簡潔でよい雰囲気のリフレクション］
は2年目看護師と先輩看護師の間の関係性に変
化をもたらし，学びの姿勢に影響していた．

・リフレクションの実施により，2年目看護師の
気づきや思いを引き出す振り返りを行うことが
でき，継続教育方法として妥当であることが示
唆された．一方で，2年目看護師全員のリフレ
クションに参加できないことや，リフレクショ
ンでの振り返りが［その場限りになる可能性］
の指摘がされており，今後の課題となった．
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